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　外皮とは、建物の外周部分の構造体、すなわち建物の外壁、屋根、外気に接する床（ピロティー）、

窓等を指す。本章では、外皮性能の評価方法について解説する。

　仕様を入力する外皮の範囲は、図 2.1.1 に示すように、計算対象建物用途内のすべての外皮

である。ただし、地盤に接する壁は評価対象外である。なお、旧基準のポイント法では、標準

階のみの入力による評価を認めていたが、モデル建物法ではこの方法は適用できない。

図 2.1.1　仕様を入力する外皮の範囲（事務所等の例）

　モデル建物法入力支援ツールの入力項目と選択肢一覧を表 2.2.1 に示す。また、モデル建物

法入力ツールの入力画面を図 2.2.1、入力手順を図 2.2.2 に示す。

　モデル建物法入力支援ツールによる外皮の評価は、次の STEP1 〜 STEP3 の手順で行う。

STEP1 　建物形状の入力

　（入力項目）PAL1：階数、PAL2：各階の階高の合計、PAL3：建物の外周長さ、PAL4：

非空調コア部の外周長さ、PAL5：非空調コア部の方位

STEP2 　外壁・屋根・床の仕様の入力

　（入力項目）PAL6 ～ 9：外壁面積、PAL10：屋根面積、PAL11：外気に接する床の面積、

PAL12 ～ 14：外壁・屋根・外気に接する床の平均熱貫流率

STEP3 　窓等の仕様の入力

　（入力項目）PAL15 ～ 19：窓面積、PAL20,22：外壁面・屋根面に設置される窓の平均熱

貫流率、PAL21,23：外壁面・屋根面に設置される窓の平均日射熱取得率

Chapter 2．外皮の評価

1．仕様を入力する外皮の範囲

2．評価の流れ
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表 2.2.1　モデル建物法入力支援ツールの入力項目と選択肢一覧（外皮）
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図 2.2.1　モデル建物法入力支援ツール入力画面（外皮）
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図 2.2.2　モデル建物法入力支援ツールでの入力手順（外皮）
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準備 　設計図面の情報整理

　・建築設計図面（平面図、立面図、断面図、矩計図等）を用意し、建物の形状、外壁・屋根・

床の仕様、窓等の仕様等を読み取る。

STEP1 　建物形状の入力

STEP1–1：「PAL1：階数」の入力

　・地階及び塔屋階を除いた階数を「PAL1：階数」に入力する。例えば、地上 5 階建てであ

れば「5」と入力する。

STEP1–2：「PAL2：各階の階高の合計」の入力

　・仕上げを含まず、最上階屋根スラブ上面（塔屋階を除く）から最下階（地階を除く）の床

スラブ上面までの高さを「PAL2：各階の階高の合計」に入力する。単位は m とする。

　・入力の具体例を図 2.3.1 と図 2.3.2 に示す。地上 5 階建てで階高が 2.8m の場合、各階

の階高の合計には「14.0」（＝ 5 × 2.8）と入力する。

図 2.3.1　「階数」と「各階の階高の合計」の測り方の例

図 2.3.2　「階数」と「各階の階高の合計」の測り方の例（半地下構造の場合）

3．モデル建物法入力支援ツールによる評価の手順
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STEP1–3：「PAL3：建物の外周長さ」の入力

　・図 2.3.3 に示すように床面積が最大の階の外周長さを「PAL3：建物の外周長さ」に入力

する。単位は m とする。

図 2.3.3　建物の外周長さの算出方法

STEP1–4：「PAL4：非空調コア部の外周長さ」の入力

　・非空調コア部とは、図 2.3.4 に示すように、地上階から最上階（塔屋階は除く）までの平

面図上で同一位置にある非空調の部分（昇降機のシャフト、階段室等）と定義し、この部

分の外周長さを「PAL4：非空調コア部の外周長さ」に入力する。単位は m とする。

　・非空調の便所や湯沸室等が地上階から最上階（塔屋階は除く）まで同一位置にある場合は、

その便所や湯沸室等は非空調コア部であるとする。

　・非空調コア部が同一建物に複数箇所ある場合は、非空調コア部の外周長さを足し合わせた

値を入力する。

図 2.3.4　非空調コア部の定義
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STEP1-5：「PAL3：非空調コア部の方位」の選択

　・計算対象建物の非空調コア部の方位を表 2.3.1 及び図 2.3.5 に示す「北」、「東」、「南」、「西」

の 4 方位、及び、「なし」から選択し、「PAL5：非空調コア部の方位」に入力する。

　・計算対象建物の非空調コア部の方位は、非空調コア部の外皮面積の合計が最も大きい方位

とする。その方位が複数特定される場合は、特定された複数の方位のうち、「北」があれば

「北」、「北」が無く「東」があれば「東」、「北」及び「東」が無ければ「西」を選択する。

　・非空調コア部が無い場合、または、非空調コア部に鉛直面外皮がない場合（センターコア

など）は「なし」を選択する。

表 2.3.1　「PAL3：非空調コア部の方位」の選択肢
選択肢 適用

北 真北± 45°
東 真東± 45°
西 真西± 45°
南 真南± 45°

なし
非空調コア部が無い場合、または、

非空調コア部に鉛直面外皮が無い場合

図 2.3.5　「PAL5：非空調コア部の方位」の選択肢の範囲

STEP2 　外壁・屋根・床の仕様の入力

STEP2–1：「PAL6 〜 9：外壁面積－北・東・南・西」の入力

　・図 2.3.5 で定義された 4 方位（「北」「東」「南」「西」）ごとに外壁面積を集計して「PAL6

〜 9：外壁面積－北・東・南・西」に入力する。単位は㎡とする。

　・地盤に接する壁は対象とはしない。集計の対象となる外壁、外壁面積の算出方法を図

2.3.6 に例示する。

　・評価対象建築物の方位が真北から 30°傾いた場合では、図 2.3.7 に示すように外壁面の方

位を北・東・南・西の 4 つの方位に振り分けて面積を算出する。

　・具体的な算出方法は、「Chapter 2．外皮の評価　4．選択肢の判断方法」の「集計表（外

皮 1：外壁・屋根・外気に接する床の面積及び平均熱貫流率の算出）」を参照すること。
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図 2.3.6　外壁面積の算出方法

図 2.3.7　評価対象建築物の方位が傾いた場合の外壁面積の算出方法

STEP2–2：「PAL10：屋根面積」の入力

　・屋根面積を集計して「PAL10：屋根面積」に入力する。単位は ㎡ とする。

　・集計の対象となる屋根面積は、図 2.3.8 に示すように屋根面全体の面積（塔屋階の床面積

を含む）とする。

　・具体的な算出方法は、「Chapter 2．外皮の評価　4．選択肢の判断方法」の「集計表（外

皮 1：外壁・屋根・外気に接する床の面積及び平均熱貫流率の算出）」を参照すること。
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図 2.3.8　屋根面積の算出方法

STEP2–3：「PAL11：外気に接する床の面積」の入力

　・外気に接する床の面積を集計して「PAL11：外気に接する床の面積」に入力する。単位は

㎡とする。該当する床がなければ「0」を入力する。

　・集計の対象となる外気に接する床の面積は、図 2.3.9 に示すように外気に接するすべての

床の面積とする。

　・具体的な算出方法は、「Chapter 2．外皮の評価　4．選択肢の判断方法」の「集計表（外

皮 1：外壁・屋根・外気に接する床の面積及び平均熱貫流率の算出）」を参照すること。

図 2.3.9　外気に接する床の面積の対象範囲
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STEP2–4：「PAL12 ～ 14：外壁、屋根、外気に接する床の平均熱貫流率」の入力

　・外壁、屋根、外気に接する床全体の平均熱貫流率を算出して「PAL12 ～ 14：外壁、屋根、

外気に接する床の平均熱貫流率」に入力する。単位は W/（㎡・K）とする。

　・具体的な算出方法は、「Chapter 2．外皮の評価　4．選択肢の判断方法」の「集計表（外

皮 1：外壁・屋根・外気に接する床の面積及び平均熱貫流率の算出）」を参照すること。

STEP3 　窓等の仕様の入力

STEP3–1：「PAL15 〜 18：窓面積－外壁面（北・東・南・西）」の入力

　・図 2.3.5 で定義された 4 方位（北、東、南、西）ごとに窓面積を集計して「PAL15 〜

18：窓面積－外壁面（北・東・南・西）」に入力する。単位は㎡とする。

　・窓面積は、図 2.3.10 に示すようにサッシ部も含めた面積とし、図 2.3.11 に示すように、

地上階から最上階（塔屋階を除く）のすべての窓の面積を対象とする。

　・評価対象建築物の方位が真北から 30°傾いた場合では、図 2.3.12 に示すように窓面の方

位を北・東・南・西の 4 つの方位に振り分けて面積を算出し集計する。

　・具体的な算出方法は、「Chapter 2．外皮の評価　4．選択肢の判断方法」の「集計表（外

皮 2：窓等の面積及び平均熱貫流率、平均日射熱取得率の算出）」を参照すること。

図 2.3.10　窓面積の計算の際の窓幅・窓高さ



24

図 2.3.11　計算対象建物における窓面積の算出方法

図 2.3.12　評価対家建築物の方位が傾いた場合の窓面積の算出方法

STEP3–2：「PAL19：窓面積－屋根面」の入力

　・屋根面の窓面積を集計して「PAL19：窓面積－屋根面」に入力する。単位は ㎡ とする。

該当する窓がなければ「0」を入力する。

　・窓面積は、図 2.3.10 に示すようにサッシ部も含めた面積とする。

　・具体的な算出方法は、「Chapter 2．外皮の評価　4．選択肢の判断方法」の「集計表（外

皮 2：窓等の面積及び平均熱貫流率、平均日射熱取得率の算出）」を参照すること。
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STEP3–3：�「PAL20：外壁面に設置される窓の平均熱貫流率」と「PAL21：外壁面に設置

される窓の平均日射熱取得率」の入力

　・外壁面に設置される窓全体の平均熱貫流率を「PAL20：外壁面に設置される窓の平均熱貫

流率」に、平均日射熱取得率を「PAL21：外壁面に設置される窓の平均日射熱取得率」に

入力する。平均熱貫流率の単位は W/（㎡ •K）、平均日射熱取得率の単位は無次元とする。

　・具体的な算出方法は、「Chapter 2. 外皮の評価　4. 選択肢の判断方法」の「集計表（外皮

2：窓等の面積及び平均熱貫流率、平均日射熱取得率の算出）」を参照すること。

STEP3–4：�「PAL22：屋根面に設置される窓の平均熱貫流率」と「PAL23：屋根面に設置

される窓の平均日射熱取得率」の入力

　・屋根面に設置される窓の平均熱貫流率を「PAL22：屋根面に設置される窓の平均熱貫流率」

に、平均日射熱取得率を「PAL23：屋根面に設置される窓の平均日射熱取得率」に入力す

る。平均熱貫流率の単位は W/（㎡ •K）、平均日射熱取得率の単位は無次元とする。

　・具体的な算出方法は、「Chapter 2. 外皮の評価　4. 選択肢の判断方法」の「集計表（外皮

2：窓等の面積及び平均熱貫流率、平均日射熱取得率の算出）」を参照すること。
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1）集計表（外皮 1：外壁・屋根・外気に接する床の面積及び平均熱貫流率の算出）

　外壁、屋根、外気に接する床の平均熱貫流率を、表 2.4.1 に示す集計表を用いて算出する方

法を示す。なお、文中の丸数字は表 2.4.1 の最上部および表中にある丸数字に対応している。

STEP1 　仕様等の記入

STEP1–1：外壁の仕様の記入

　・「①種類（方位）」が「外壁（北）」「外壁（東）」「外壁（南）」「外壁（西）」の欄に、各方位

の外壁の仕様を入力する。

　・同方位に部材構成（断熱材の種類及び厚さ）の異なる外壁が複数ある場合は、行を分けて

仕様を記入する。

　・各外壁について、部材構成ごとに「②外皮名称」、「③面積」、「④断熱材種類（大分類）」、「④

断熱材種類（小分類）」、「⑤熱伝導率」、「⑥厚み」をそれぞれ記入する。

　・「②外皮名称」は任意の文字列で記入する。

　・「④断熱材種類」と「⑤熱伝導率」については、表 2.4.3 を参照して記入する。断熱材の

詳細な仕様が定まっていない場合は「④断熱材種類（大分類）」だけの記入でも良い。この

場合は、表 2.4.3 に「＊」で示した断熱材の熱伝導率を「⑤熱伝導率」に記入する。

STEP1–2：屋根の仕様の記入

　・「①種類（方位）」が「屋根」の欄に、屋根の面積や断熱材の仕様などを STEP1-1 と同様

の手順で入力する。

4．選択肢の判断方法

関連する入力項目

　　・「PAL6 ～ 9：外壁面積」

　　・「PAL10：屋根面積」

　　・「PAL11：外気に接する床の面積」

　　・「PAL12 ～ 14：平均熱貫流率」
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表 2.4.1　集計表（外皮 1：外壁・屋根・外気に接する床の面積及び平均熱貫流率の算出）
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STEP1–3：外気に接する床の仕様の記入

　・外気に接する床（ピロティ）があれば、「①種類（方位）」が「外気に接する床」の欄に、

外気に接する床の面積や断熱材の仕様などを STEP1-1 と同様の手順で入力する。

　・外気に接する床がなければ空欄とする。

STEP1–4：熱貫流率の算出

　・「⑤熱伝導率」、「⑥厚み」より算出した熱貫流率 Ki を「⑦熱貫流率」に記入する。熱貫流

率の単位は W/（㎡ •K） である。

　・モデル建物法では、次式により熱貫流率を求める。この推定式の詳細は「コラム 1：モデ

ル建物法における外皮熱貫流率の算出方法」を参照のこと。

　　　外皮熱貫流率 Ki ＝ a • Ri b

　　　　a、b：外皮熱貫流率を求めるための係数。表 2.4.2 より選択する

　　　　Ri ：断熱材の熱伝導抵抗［（㎡ •K）/W］

　　　断熱材の熱伝導抵抗 Ri ＝ δ / λ

　　　　δ：断熱材の厚み［m］

　　　　λ ：断熱材の熱伝導率 ［W/（m•K）］

　�　係数 a、b は外壁面、屋根面、外気に接する床面ごとに表 2.4.2 に示す値を用いる。断熱

材厚みδの単位は m（表 2.4.1 の「⑥厚み」の単位は㎜であることに留意すること）、断熱

材の熱伝導率λの単位は W/（m•K） である。

　�　但し、Ri が 0.1 以下となる場合は、外壁面は Ki ＝ 2.63、屋根面は Ki ＝ 1.53、外気に

接する床面は Ki ＝ 2.67 とする。

表 2.4.2　熱貫流率推定式の係数
面の部位 a b

外壁面 0.663 -0.638
屋根面 0.548 -0.524
外気に接する床面 0.665 -0.641

STEP2 　仕様の集計

STEP2–1：合計面積の算出

　・外壁については、方位ごとに合計面積を算出し「⑨合計面積」に記入し、さらに全方位の

合計面積を「⑩合計面積」に記入する。

　・屋根については「⑪合計面積」に、外気に接する床については「⑫合計面積」に、それぞ

れ合計面積を記入する。
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STEP2–2：外壁の平均熱貫流率の算出

　・方位ごとに外壁の平均熱貫流率を算出して「⑬平均熱貫流率」に記入する。同一方位に外

壁が一種類しかない場合は、その外壁の熱貫流率を記入し、同一方位に複数の部材構成の

外壁が存在する場合は、各外壁の面積で熱貫流率を重み付けして平均した値を、該当方位

の外壁の平均熱貫流率とする。つまり、次式により算出する。

　　　方位 i の「⑬外壁の平均熱貫流率」Kwi

　　　　＝Σ j（方位 i の部材構成 j の「③外壁面積」Awi,j

　　　　　　　　　× 方位 i の部材構成 j の「⑦外壁熱貫流率」Ki,j）

　　　　　　　　　　　　　÷方位 i の「⑨外壁面積の和」Awi

　・方位別の外壁平均熱貫流率を同様の手順で面積加重平均して外壁全体の熱貫流率を算出し

「⑭外壁全体の平均熱貫流率」に記入する。つまり、次式により算出する。

　　「⑭外壁全体の平均熱貫流率」Kw

　　　　＝　Σ i （方位 i の「⑨外壁面積の和」Awi ×方位 i の「⑬外壁の平均熱貫流率」Kwi）

÷「⑩全方位の外壁面積の和」Aw

STEP2–3：屋根全体の平均熱貫流率の算出

　・屋根全体の平均熱貫流率を算出して「⑮屋根全体の平均熱貫流率」に記入する。

　・複数の部材構成の屋根が存在する場合は、STEP-2-2 と同様に加重平均値を求めて記入す

る。

STEP2–4：外気に接する床全体の平均熱貫流率の算出

　・STEP2-3 と同様に、外気に接する床全体の平均熱貫流率を算出して「⑯外気に接する床

全体の平均熱貫流率」に記入する。
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表 2.4.3　モデル建物法における断熱材種類の選択肢

※ 大分類のみを選択した場合は、「＊」印の行の熱伝導率の値を用いる。
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〈コラム 1：モデル建物法における外皮熱貫流率の算出方法〉

　・モデル建物法では、外壁、屋根、外気に接する床の熱貫流率 Ki［W/（㎡・K）］を、断

熱材の熱伝導抵抗 Ri［（㎡ •K）/W］のみから推定する。つまり、断熱材以外の部材は

デフォルト仕様として決められており、変えることはできない。

　・外壁等の熱貫流率は次式で算出される。係数 a、b は、想定した部材構成から正確に算

出した熱貫流率 Ki と熱伝導抵抗 Ri との関係から作成した。

　　　　外皮熱貫流率 Ki ＝ a • Ri b 

　　　　　　a、b：外皮熱貫流率を求めるための係数。表 2.4.2 より選択する

　　　　　　Ri：断熱材の熱伝導抵抗［（㎡ •K）/W］

　　　　断熱材の熱伝導抵抗 Ri ＝δ / λ 

　　　　　　δ：断熱材の厚み［m］

　　　　　　λ：断熱材の熱伝導率［W/（m•K）］

　・図 2.4.1 は外壁の場合の熱貫流率と断熱材熱伝導抵抗（δ / λ）との関係を求めた結果

である。図中の◆が熱貫流率の計算値であり、曲線は◆で示した熱貫流率計算値をべき

乗の式で近似した結果である。図 2.4.1 よりこの近似式を用いて外壁熱貫流率の推定す

ることに問題はないことが判る。

図 2.4.1　断熱材熱伝導抵抗 Ri と熱貫流率 Ki の関係（外壁の場合）



32

2）集計表（外皮 2：窓等の面積及び平均熱貫流率、平均日射熱取得率の算出）

　外壁面および屋根面の窓の平均熱貫流率及び平均日射熱取得率を表 2.4.4 に示す集計表を用

いて算出する方法を示す。なお、文中の丸数字は表 2.4.4 の最上部および表中にある丸数字に

対応している。

  

STEP1 　仕様等の記入

STEP1–1：外壁面に設置される窓の仕様の記入

　・「①種類（方位）」が「外壁面（北）」「外壁面（東）」「外壁面（南）」「外壁面（西）」の欄に、

各方位の外壁面に設置される窓の仕様を入力する。

　・同方位にガラスの大きさや種類の異なる窓が複数ある場合は、行を分けて仕様を記入する。

なお、ガラスの厚さで区別する必要はない。

　・窓の種類ごとに、「②窓名称」、「③面積」、「④面数」、「⑤ガラス種類（大分類）」、「⑤ガラ

ス種類（小分類）」、「⑥熱貫流率」、「⑦日射熱取得率」をそれぞれ記入する。

　・「②窓名称」は任意の文字列で記入する。

　・「⑤断熱材種類」、「⑥熱貫流率」、「⑦日射熱取得率」については、表 2.4.5 を参照して記

入する。外壁と異なり、「⑤断熱材種類」は大分類と小分類の両方を必ず指定する必要があ

る。モデル建物法では、ガラスの厚さは指定することができず、表 2.4.5 に示す厚さのガ

ラスの物性値が使用される。

STEP1–2：屋根面に設置される窓の仕様の記入

　・「①種類（方位）」が「屋根面」の欄に、屋根面に設置される窓の面積やガラス種類等を

STEP1-1 と同様の手順で入力する。

関連する入力項目

　　・「PAL15 ～ 18：窓面積（外壁面）」

　　・「PAL19：窓面積（屋根面）」

　　・「PAL20：外壁面に設置される窓の平均熱貫流率」

　　・「PAL21：外壁面に設置される窓の平均日射熱取得率」

　　・「PAL22：屋根面に設置される窓の平均熱貫流率」

　　・「PAL23：屋根面に設置される窓の平均日射熱取得率」



33

表 2.4.4　集計表（外皮 2：窓面積・平均熱貫流率・平均日射熱取得率の算出）
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STEP1–3：日除け効果込みの日射熱取得率の算出

　・各窓面に対して庇等の日除けが設置される場合は、それぞれの窓について冷房期の日除け

効果係数を算出して「⑧日除け効果係数」に記入し、次式で求まる日除け効果込みの日射

熱取得率を「⑨日除け効果込みの日射熱取得率」に記入する。

　　　「⑨日除け効果込みの日射熱取得率」＝「⑦日射熱取得率」×「⑧日除け効果係数」

　・日除けがない場合、または日除けの仕様が決まっていない場合は、「⑧日除け効果係数」は

「1.0」とする。

　・日除け効果係数は、一般財団法人建築環境・省エネルギー機構が刊行している「改訂　拡

張デグリーデー表」に収録されている日除け効果係数チャートより読み取ること。

STEP2 　仕様の集計

STEP2–1：合計面積の算出

　・外壁面の窓については、方位ごとに合計面積を算出し「⑪合計面積」に記入し、さらに全

方位の合計面積を「⑫合計面積」に記入する。

　・屋根面の窓については「⑬合計面積」に合計面積を記入する。

　・「③面積」は一面あたりの面積であるので、「③面積」に「④面数」を掛けた値を合計すること。

STEP2–2：外壁面の窓の平均熱貫流率の算出

　・外壁については、方位ごとに窓の平均熱貫流率を算出して「⑭平均熱貫流率」に記入する。

同一方位に窓が一種類しかない場合は、その窓の熱貫流率を記入し、同一方位に複数種類

の窓が存在する場合は、各窓の面積で熱貫流率を重み付けして平均した値を、該当方位の

窓の平均熱貫流率とする。つまり、次式により算出する。

　　　方位 i の窓の「⑭平均熱貫流率」Kwi ＝

　　　　　Σ j（方位 i の窓 j の「③面積」Awi,j ×「④面数」Nwi,j ×「⑥熱貫流率」Ki,j）

　　　　　　　　　　　÷　方位 i の「⑪窓面積の合計」

　・方位別の平均熱貫流率を同様の手順で面積加重平均して外壁面の窓全体の熱貫流率を算出

し「⑮平均熱貫流率」に記入する。つまり、次式により算出する。

　　　「⑮外壁面の窓の平均熱貫流率」Kw ＝

　　　　　Σ i（方位 i の「⑪窓面積」Awi ×方位 i の「⑭平均熱貫流率」Ki）

　　　　　　　　　　　÷　「⑫全方位の窓面積の合計」
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STEP2–3：外壁面の窓の平均日射熱取得率の算出

　・STEP2-2 と同様の手順で、方位別に「⑰平均日射熱取得率」を算出し、窓全体の「⑱

平均日射熱取得率」を算出して記入する。同一方位に複数種類の窓が存在する場合は、

STEP2-2 と同様に各窓の面積で「⑨日除け効果込の日射熱取得率」を重み付けして平均

した値を記入する。

STEP2–4：屋根面の窓全体の平均熱貫流率及び平均日射熱取得率の算出

　・STEP2-2、STEP2-3 と同様の手順で、屋根面に設置される窓について平均熱貫流率及び

平均日射熱取得率を算出して、「⑯平均熱貫流率」及び「⑲平均日射熱取得率」に値を記入

する。
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表 2.4.5　モデル建物法におけるガラス種類の選択肢




